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開  会  １４時００分 

（介護保険係長）それでは、開会に先立ちまして、事務局より６点事務連絡

を申し上げます。 

 まず１点目でございます。本日、会長が急遽出席できなくなったため、副

会長の酒井委員が会長代理としまして会議を総理しますので、どうぞよろし

くお願いいたします。 

 なお、市川会長のほうから、出席できずにまことに申しわけありません、

委員の皆様、どうぞよろしくお願いしますとのお言葉をいただいております。 

 続きまして、２点目でございます。欠席委員の関係でございます。本日、

鈴木委員、森田委員、山極委員からご欠席の連絡をいただいております。ご

報告させていただきます。 

 続きまして、３点目でございます。４月の人事異動に伴いまして、福祉保

健部長が交代になりましたので、この場でご紹介させていただき、一言挨拶

させていただきます。 

（福祉保健部長）皆さん、こんにちは。私、本年４月に福祉保健部長になり

ました中谷行男といいます。真ん中の中に谷と書きます中谷でございます。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 昨年度、第７期介護保険・高齢者保健福祉総合計画事業計画に当たりまし

ては、皆様のご協議のおかげで無事に作成することができました。これまで

の間、多岐にわたりご尽力いただきまして、誠にありがとうございました。

皆さんご承知のとおり、この事業計画に基づきまして、高齢者の方が可能な

限り住みなれた地域や能力に応じて充実した日常生活を営むことができるよ

う、医療、介護、介護予防、住まい及び自立した日常生活の支援を包括的に

確保される体制を整える、いわゆる地域包括ケアシステムを構築すべく着実

にその取り組みを進めていく必要があり、この事業計画が果たす役割は非常

に重要であるというふうに認識をしてございます。 

 今年度からは、計画段階から実行段階へと移り、計画を着実に進めること

ができるよう、関係機関と連携を図りながら取り組むとともに、委員の皆さ

んに進捗状況を報告させていただき、評価をいただきながら、継続的に改善

等を図り、実情に応じた進捗管理に努めてまいりたいというふうに考えてご

ざいます。 
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 この協議会等を通じまして、これまでと同様に、介護保険・高齢者保健事

業福祉事業について、皆様のご理解、ご協力をいただければ幸いだと考えて

いるところでございます。 

 なお、私のほうは、本年４月ということで、まだまだ勉強不足のところが

ありますけれども、こうした機会、皆様の意見を直接伺える機会というふう

に捉えてございますので、忌憚のないご意見を賜りまして、ぜひこういった

新たな計画、それから新たなシステムづくり、こういったものに活かしてい

きたいというふうな思いで今日も参加させていただきたいと思いますので、

今日も闊達なご意見をいただければと思います。先生をはじめ、どうぞよろ

しくお願いいたします。 

（介護保険係長）それでは、そのほかの事務局の職員、異動ございましたの

で、この場でご紹介させていただきたいと思います。 

 まず、包括支援係長の濱松でございます。 

（包括支援係長）濱松です。４月の異動で介護福祉課のほうになりました。

よろしくお願いいたします。 

（介護保険係長）続きまして、高齢福祉係長の笹栗でございます。 

（高齢福祉係長）高齢福祉係長の笹栗と申します。よろしくお願いします。 

（介護保険係長）以上で、事務局の異動職員の紹介を終わります。どうそよ

ろしくお願いいたします。 

 続きまして、４点目でございます。会議録の作成に際しまして、事務局に

よるＩＣレコーダーの録音方式となっておりますので、ご面倒をおかけしま

すけれども、ご発言の前にご自身のお名前をおっしゃってからご発言いただ

きますよう、どうぞよろしくお願いいたします。 

 続きまして、５点目でございます。本日の議題の順番について、若干入れ

かえさせていただきたいと思います。お手数ですが、次第をご覧いただけま

すでしょうか。次第の２番目に議題ということで（１）から（４）までござ

いますけれども、まず、議題の１番目に、（１）平成２９年度介護保険特別会

計決算（案）についてご報告させていただきます。その次に、（４）の第６期

介護保険・高齢者保健福祉総合事業計画の事業評価についてご報告させてい

ただきます。その次に、（２）平成３０年度介護保険特別会計予算についてご

報告させていただきます。その次、最後が（３）第７期介護保険・高齢者保
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健福祉総合事業計画の３０年度個別事業計画についてご協議いただきたいと

思います。順番でいきますと、（１）の次に（４）、その次に（２）、（３）の

順で行いたいと思います。ご了承いただきますようお願いいたします。 

 続きまして、最後、６点目でございます。委員の皆様の任期が、平成３０

年９月３０日となっております。残り１カ月程度、任期はあるところですけ

れども、今回の運営協議会の全体会が一応最後の会議ということになります。

会場の時間の都合で、あいにくできなくなってしまうかもしれませんけれど

も、時間がございましたら、会議の終わりに皆様方から一言ご挨拶いただけ

れば幸いでございます。どうぞお取り計らいのほど、よろしくお願いいたし

ます。以上でございます。 

 それでは、酒井副会長、よろしくお願いいたします。 

（副会長）よろしくお願いいたします。今日は、皆さんと集まって議論する

場として最後ですけれども、市川会長が、大学のほうの用事があってという

ことで、急遽欠席になりましたので、かわりに私が進めさせていただきます。

最後ということで、先程、係長のほうから連絡がありましたけれども、その

他で、皆さんから最後だからこの場で言いたいことを、いろんなことを行政

にもの申すといいますか、そういうことで、そういう時間もしっかりとりた

いと思いますので、よろしくお願いします。そういうことで、私はタイムキ

ーパーも務めたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 あとは、一言だけです。最近、テレビで「健康で文化的な最低限度の生活」

というのを見てらっしゃる委員の方いらっしゃいますか。視聴率が５％ぐら

いなのですけれども、実は生活保護の問題を真正面から取り扱っているドラ

マです。私は、３０年ほど前に生保の課題に取り組んでいて、こういう問題

を真正面からドラマでずっと、毎回テーマを変えながらやった番組というの

は初めてだということで、そういう意味では、ネガティブな問題よりはポジ

ティブに、社会的な問題としてこういう問題があるぞということを含め、結

構おもしろいかと思っています。生活保護を受けてらっしゃる方の約５割は、

全国統計ではお年寄り世帯です。年金制度の問題とか医療の問題とかありま

すけど、その意味では、お年寄りの問題というのは、介護の問題もあります

けれども、そういう貧困といいますか、生活問題というのも非常に大きな問

題で、年金が大きな支えですけれども、年金が上がることはなかなかないと
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いう関係もあったりして、あと消費税もありますけれども、そんなことも考

えながら、もしお時間があったら見ていただくとおもしろいかと。時間とり

まして、すみません。 

 それでは、次第に沿って進めさせていただきます。 

（副会長）まず、会議録の関係で、２９年度の第３回の会議録ですが、記憶

にないかもしれませんけれども、よろしいですか。では、確定ということで、

公にいたしますので、よろしくお願いいたします。 

（副会長）それでは、議題に入りたいと思います。先ほど事務局のほうから

もありましたように、ちょっと順番を入れかえましたけれども、最初に、議

題の（１）ですね。平成２９年度介護保険特別会計決算（案）についてご報

告いただきたいと思います。 

（介護福祉課長）介護福祉課長です。毎回、とかくわかりづらいと言われて

おりますけれども、介護保険全体の財務状況でございますので、報告させて

いただきます。 

 資料１をご覧ください。平成２９年度の介護保険特別会計につきましては、

第６期介護保険事業計画の最終年でございます。 

 まず、概要でございます。歳入歳出決算額７７億６,４３８万６,８２６円、

前年度対比５.７％の増、歳出決算額７６億２,５５８万９,０４８円、前年度

対比５.５％の増となっています。平成２９年度の第１号被保険者数について

は、２万５,６５０人、要介護、要支援認定者数は５,２８６人でございます。

平成２８年度末より第１号被保険者は３７５人、要介護、要支援認定者は２

００人増加いたしました。 

 それでは、歳入の特徴的な点についてご説明します。上の円グラフをご覧

ください。 

 平成２９年度は、単年度の保険財政収支が赤字となり、その不足分を介護

給付費準備基金の取り崩しで賄うこととして予算を編成しておりましたが、

不足が生じることなく黒字となり、基金繰入金はなかったという結果となり

ました。 

 計画値よりも高齢者人口が伸びなかったこと、それに伴い要介護認定者数

も伸びず、給付費も計画を下回ったという影響があったものと考えています。 

 詳細につきましては、添付の決算比較表１ページ目の表となります。 
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 次に、歳出でございます。下の円グラフをごらんください。 

 平成２９年度の特徴的な点は、④の地域支援事業費でございます。介護が

必要となるおそれがある虚弱な高齢者に対しての介護予防事業に関する経費

でございます。その他の項目としては、地域包括支援センターの運営経費、

認知症に対する総合支援事業に関する経費、在宅医療、介護、連携推進に関

する経費、生活支援体制整備に関する経費などがあります。 

 平成２８年１０月から新しい介護予防・日常生活支援総合事業を開始して

いることから、前年度比１５.５％の増となりました。また、地域支援事業に

おいては、介護予防活動支援事業と在宅医療連携推進事業の同時開催により

お元気サミットｉｎ小金井という大きなイベントに発展させることができま

した。２日間で３６１人の市民の方を動員し、大変好評を得ることができま

した。齋藤先生にもご登壇いただきました。今年度も、さらなる発展を図っ

てまいります。 

 詳細につきましては、添付の決算比較表２ページ目の歳出になります。 

 説明につきましては以上です。 

（副会長）ありがとうございました。一応、この後、これに対応する事業の

結果といいますか、それもやるのですが、まず、お金の決算のほうに、これ

は次の議題⑶にもあります３０年度とも関連しますので、ここで、おさらい

的に何かご質問とかご意見があれば伺っておきたいと思いますけれども、い

かがでしょうか。決算については、議会のほうとかでは何かありましたか。 

（介護福祉課長）これからです。 

（副会長）はい、井上委員どうぞ。 

（井上委員）この歳出のほうを見させていただくと、２の保険給付費の２番

目の介護予防サービス費が２億２００万ほど減って、４のところの地域支援

事業費、この中には介護予防生活支援サービス事業費というのがあると思い

ますけども、これが１億９,５００万ほど増えている。基本的には、ここがそ

のまま振りかわった、事業が総合事業に変わったということで振りかわった

という考え方でよろしいですか。ただ、そうしますと、そこの事業自体はど

ちらかというとマイナスになっているということかと思いますけども、この

辺の事情はどういうことなのでしょうか。 

（介護福祉課長）総合事業ですけれども、これは自治体ごとにサービス単価、
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それからサービスの内容というのを決められることになっておりますが、基

本的には、従前の介護予防サービスを超えないとされておりまして、若干負

担が抑えられてきたという経過がありますので、それによる影響も大きいか

と思っております。 

（井上委員）そういうことで抑えたということですね、従来範囲内で。 

（介護福祉課長）はい。 

（井上委員）ありがとうございます。 

（副会長）今の井上委員さんの質問の件は、一番大きな影響の１つで、総合

事業により、介護給付のほうから地域支援事業のほうに切りかわったと。小

金井の場合は、２８年の１０月からですね。だから、２９年度が本格的とい

うことですね。１点質問よろしいですか。２９年度決算でお金が随分余りま

したよね。これは単年度ですよね。余ったお金のゆくえはどういうふうにな

りますか。 

（介護福祉課長）予算の中での収支ですので、次年度、返さなければいけな

い分なども含んでいるわけですけれども、資料４－２をご覧ください。大き

いＡ３の資料になりますけれども、ここの一番下の欄に累積収支額、毎年単

年度で余っていった部分ですね、今までの３年間、それからその前の３年間

で余った額を基金に積むことができましたという表になっております。平成

２９年度、一番下の欄、網かけの部分です。 

（副会長）５億６００万という数値ですね。 

（介護福祉課長）はい。 

（副会長）ほかにはどうでしょうか。よろしいですか。お金は、過ぎたこと

なので、一応報告ということなので、ここでは確認をしておきたいと思いま

す。 

（副会長）それでは、続きまして、（４）ですね。第６期ですから２７年から

２９年までの３カ年の事業計画の事業評価、つまり今年の４月時点での到達

状況ですね、いろんな課題の、その辺の評価ということでご説明をお願いい

たします。 

（介護福祉課長）介護福祉課長です。資料４－１をごらんください。第６期

事業計画の総括として、各事業の平成２７年度から平成２９年度の事業実績

とその事業評価について表にまとめています。 
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 事業評価については、ＡからＤまでの４段階による自己評価としており、

評価基準として、Ａについてはほぼ事業内容を達成した。Ｂについては、事

業内容をある程度達成したが、今後の改善、検討を要する。Ｃについては、

事業内容を達成したとは言えず、現状について大きな課題がある。Ｄについ

ては未実施としております。計画最終年度の平成２９年度においては、全１

０３事業のうち評価Ａが２０事業、評価Ｂが７８事業、評価Ｃが３事業、評

価Ｄが２事業となり、それぞれ検討、改善の必要があるものの、Ｂ以上の評

価は９５％で、おおむね計画に沿って事業が実施されております。 

 続いて、資料４－２をご覧ください。先ほどのＡ３の資料です。第６期事

業計画における財政運用状況です。こちらも、平成２７年度から平成２９年

度の各年度における事業計画値と実績値をもとに表にまとめ、右側にはその

合計を記載しています。 

 第１号被保険者数については１,９３５人計画値を下回りました。また、要

介護認定者数も７２３人計画値を下回る結果となり、これに従って事業規模

も計画値を下回っています。 

 累積の収支額としましては、表の一番下のようになります。平成２６年度

末における基金、つまり貯金ですね、預金残高が３億７,６４３万２,４４６

円で、平成２７年度末には４億３,６４３万１,８１６円となり、平成２８年

度末には５億４５９万５,２４１円、最終年度の平成２９年度末には基金残高

５億６４６万５,３４５円となりました。本残高につきましては、７期以降に

４億３,０００万、これを足りない分に充てていくという予定になっておりま

す。 

 以上です。 

（副会長）それでは、事業評価、一応１０３つあるうちの９５％が大体、お

おむね達成している。未実施がＣ、Ｄとして５事業あるということですが、

ちょっと量が多いですけれども、資料４－１及び資料４－２を見ていただい

て、気がついたところ、ご質問等があればと思いますけれども、よろしくお

願いいたします。Ｄの項目は、福祉会館が稼働していないことに伴って事業

ができないと。お年寄りの食事サービスですか、そういった関係で、それが

大きいようですね。どうでしょうか。はい、新井委員さん。 

（新井委員）評価Ｂのところは、福祉会館が閉館したからとなっているので
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すけれども、普通に考えると、別の場所で開催すればよかったような気がし

て、例えば独り暮らしの高齢者会食会です。福祉会館で椅子と机を並べるぐ

らいだったら、別に市内のレストランを借りてやったほうが高齢者の方は喜

ぶかもしれないし、マッサージも、福祉会館の椅子でやらなくても市内のマ

ッサージ店に第１水曜日に来てくれればマッサージしますよみたいなことが

あると思うので、理由になっているようでなっていないといいますか、もっ

と柔軟な、閉館したのでしたら、別のことをやるみたいな、柔軟に事業が行

えるようなことを、今後も市には期待したいと思います。 

（副会長）鋭いご指摘で。どうですか。 

（高齢福祉担当課長）高齢福祉担当課長です。ご指摘いただきましたように、

福祉会館、高齢者マッサージ、会食会等につきましては、福祉会館の閉館に

伴って事業を行うことができなかったというような理由になるのですけれど

も、もう１つ、このマッサージ事業につきましては、視覚障害を持つ方にマ

ッサージをお願いしてきたという経過があるのですが、福祉会館が使えなく

なってしまって、一応市内の集会施設を使ってマッサージ事業の存続を図っ

たところではあるのですが、マッサージを行う方が高齢ということもありま

して、続けていくのが難しくなってしまった。福祉会館から別の場所に変わ

ることによって移動もままならないということで、やむなく事業の中止に至

ったというような事情もあったところでございます。 

 会食会につきましては、現在、社会福祉協議会に会議室等ございますので、

そういった会場を使ったりというところで、第７期の計画のときは会食会の

実施ということで入れさせていただいているというような状況もございます

ので、ご理解をいただきたいと思います。 

（副会長）この件では、何か。 

（亘理委員）資料３のところでお尋ねしたいと思っていたことを今お話しい

ただいたので、心強く思っております。まさに昨日の会議で、今年の会食会

はどうするのかという話になりまして、歳末助け合い運動関係も資金としま

して、そして来ていただく方には、今まで無料であったものを５００円頂戴

して、そして会場をボランティアが自分たちで探して行って、これは会食会

ですから、ボランティア団体にお願いしてやっているわけで、１回やりまし

たら、会場をとるのが、市の後ろ楯がないので大変で、ボランティアさんた
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ちが個々にとるわけですが、とてもとれなくて、６カ所の予定が４カ所にな

ったりしております。 

 しかしながら、ちょっと話がそれますけれども、社協は、今年初めてバス

を手離します。今まで独り暮らし高齢者の交流会といたしまして、私どもは、

年２回、秋と春にバス旅行をしていたのですが、これを中止しなければなり

ません。この３１年末をもちまして、５４年間乗っていたバスを手離します

ので、そのためにそのかわりとしまして、また交流センターの小ホールをお

借りしまして会食会を開きました。それで２回開いたのですが、合計で八十

数名の方が見えております。これは、バス旅行ですと１６０名はお見えにな

っているので大分少なくなっております。これをどうするかという話で昨日

も会議をもったのですけれども、会食会とどう違うのかということになりま

して、社協は会食会とバス交流も会食会にしたわけですから、何か区別化し

なければいけないけれども、もう１回やってみようということで、３１年度

ももう１度どこか場所を借りまして、バス旅行のかわりの会食会を行います。 

 ですから、こちらのほうは、もともとやっていた会食会なので、市が戻し

てまたやっていただけるという、また受託させていただくということになれ

ば大変ありがたいし、心強いし、今のお話でほっとしているところです。 

 （副会長）ほかにはいかがでしょうか。はい、平野委員。 

（平野委員）平野です。５ページの、番号でいきますと６番、高齢者（いき

いき）農園、３カ年全てＣランクになっていますけれども、これの課題が何

なのか。もう１点ですけれども、同じく２６ページ、番号４の下から２番目、

医師会云々の件ですけれども、３カ年比較しますと、評価がＡ、Ａ、Ｃとな

っているのですけれども、この平成２９年度のＣの課題は何なのか。以上、

２点、お願いいたします。 

（副会長）では、事務局のほう、お願いします。 

（介護保険係長）事前に担当課のほうに確認させていただいておりまして、

まず５ページ目の６番のいきいき農園の関係は、事業内容のところに、受益

者負担の観点から利用者負担についても検討という部分がございまして、そ

この部分が、まだ担当課としては検討、研究が必要だという課題があるとい

うことでＣ評価としているところでございます。 

 それから、２６ページの健康課のところです。Ｃ評価のところにつきまし
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ては、ある程度は達成しているという認識がございます。その中で、参加者

の数が減っているというところの評価を厳し目にしているというところでＣ

評価の課題が残っているというところで評価をしているということでござい

ます。 

（副会長）参加者があまり多くないから、改善策をいろいろ講じなきゃいけ

ないよという意味ですか。では、まず、最初の５ページの高齢者（いきいき）

農園、よろしいですか。 

（平野委員）はい。 

（副会長）そういう受益者負担、無料だと畑が荒れ放題になっちゃうという。

だから、少しお金をいただいて、権利意識をしっかり持ってもらったほうが

いいのではないかとか、いろいろ自治体でもこの問題というのは結構議論に

なっていると思いますけれども、そういうことが、今、検討をされていると

いうことですね。市民農園なんかだと、高いところは年間数万円とか、あと

三鷹市の高齢者の農園は確か１,０００円だったかと思います。 

（井上委員）ちょっとよろしいですか。 

（副会長）はい、どうぞ、井上委員。 

（井上委員）実際の利用状況というのはどうですか。 

（介護福祉課長）市民農園にしても高齢者農園にしても、大体区画があいて

募集をすると抽選になるぐらいの倍率になっているところです。 

（井上委員）じゃ、今回１００％ということで。 

（介護福祉課長）はい、そうですね。それで、市民農園のほうが料金の負担

が多いですから、それと整合をはからなければいけないということで研究課

題となっているようです。 

（井上委員）はい、ありがとうございます。 

（副会長）あとは講演会関係ですけれども。 

（齋藤委員）毎年、参加者は少ないです。別に２９年度にガクッと減ったわ

けではないので、何でここだけＣなのかなという気はします。最後、Ｃのと

ころに書いてある努力、周知の徹底と、そういったことは毎年やっているわ

けで、少しずつ改善されてはいるかもしれない。Ｃはちょっとかわいそうな

気がします。 

（副会長）各回、数十人の参加はあるのですよね。 
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（齋藤委員）少ないときは一桁です。 

（副会長）テーマによるのですね。 

（齋藤委員）テーマによります。あるいは、演者によってかもしれませんけ

れども。 

（副会長）例えば、市民の関心度の高いテーマを設定すれば、たくさんの方

がいっぱい来たことはありますよね。 

（齋藤委員）あと、開催日時によって、曜日とか時間とかですかね。予防接

種の話なんかしても、参加はお母さんたちですから、時間が合わないと来ら

れないというのがある。 

（副会長）ほかによろしいですか。はい、玉川委員どうぞ。 

（玉川委員）２９ページの専門のネットワーク、２番の火災安全システムの

給付等のところで、電磁調理器の単品給付を行ったというところの、実績の

件数はわかりましたが、実際の通報件数みたいなものは、これによって減っ

ているのかどうかというのはわかりますでしょうか。 

（高齢福祉係長）高齢福祉係長です。火災安全システムの給付について、件

数ということですけれども、実績は、２９年度、新規は、１件だけです。電

磁調理器のほうは１件になります。 

（副会長）新規が１件ということ。 

（高齢福祉係長）電磁調理器の給付によって火災安全システムの通報の件数

が減ったということは特にないのですけれども、火災安全システムについて

は、緊急通報システムといって民間の事業者がやっている緊急通報システム

をご利用なさった方が、火災設備で火災安全システムという、熱とかによっ

てセンサーが感知して消防署に通報できるようなサービスも一緒にご利用し

ていただいているので、緊急通報システムの附帯設備として火災安全システ

ムを利用していただいている状況です。 

（玉川委員）特に火災で消防庁までの通報には至らなかったということです

か。 

（高齢福祉係長）そうですね。 

（玉川委員）ありがとうございます。 

（副会長）齋藤委員どうぞ。 

（齋藤委員）具体的には、１３ページの５のところ、特別短期生活介護です
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けれども、２７年度はＢ、２８、２９はＡになっています。文章を見ると全

く３つとも同じで、数値だけ違う。確かに、初年度、２７年度は７人しか利

用していなくて、２８年度は２３人、２９年度は１４人に減った。そうする

と、ＡとＢの境目は一体どこなのかと。うがった見方をすれば、ただ恣意的

にこれは評価を決めたと言われてもしようがないと。こういうものというの

は、保健所でも同じようなことで経験していますけど、計画を立てて数値目

標のようなものをきちんと立てて、それが達成されたかどうかで評価をして

いくわけですよね。これを見ていると、Ａ、Ｂ、Ｃの基準が非常に曖昧であ

るという感は否めないと思います。これから事業計画を立てるときに、ここ

までやったらＡである、ここまでしかできなかったらＢであるというのを決

めてしかるべきじゃないのかと思いますけれども、この点はいかがでしょう

か。 

（介護福祉課長）この緊急ショートステイの理由のところではないのですけ

れども、事業計画の立て方ということで、確かに第６期のときには事業の内

容のところで、どういう事業をやっていく、方向性としては在宅介護者への

支援の充実という方向性ですけれども、なかなか数値目標を持てていないよ

うな記載の仕方でありましたので、第７期のほうで改善して、数値を持てる

ものは持つ、持てないものはその方向性をきちんと書くようにいたしました

ので、次からの評価に関しては、もう少し、Ａ、Ｂ、Ｃに沿うようになりま

す。 

（齋藤委員）はい、わかりました。ありがとうございます。 

（副会長）ほかにはよろしいですか。それでは、第６期の事業評価につきま

しては、一応報告ということですので、確認ということで了承したいという

ふうに思います。 

（副会長）それでは、続きまして、今度は（２）ですね。平成３０年度の介

護保険の特別会計予算についてということで、これは皆さんが事業計画づく

りをやって、その中身が初年度、３年間の事業計画の１年目の、３０年度、

どのように反映されていくかということで関連いたしますので、まず説明を

お願いいたします。 

（介護福祉課長）平成３０年度は第７期介護保険事業の初年度として計画数

値をもとに当初予算を設定しております。 
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 資料２をご覧ください。 

 まず、概要でございますが、歳入予算額、歳出予算額とも８０億７,５２５

万１,０００円、前年度対比１.７％の増となっています。平成３０年４月時

点の第１号被保険者数については２万５,７０１人、要介護、要支援認定者数

は５,２９９人でございます。平成２９年４月時点より、第１号被保険者は３

８４人、要介護、要支援認定者数は２２９人増となっています。 

 それでは、歳入の主な特徴についてご説明します。上の円グラフをごらん

ください。 

 ①保険料についてです。保険料は１７億８,３１５万１,０００円で、前年

度対比５％の増を見込んでいます。これは、介護保険料の値上げ及び被保険

者数の増に伴うものです。 

 次に、⑧繰入金です。１３億６,４１４万５,０００円です。このうち、基

金繰入金として８,０１４万５,０００円を計上しています。第７期事業計画

期間は、今まで積み立てた基金を取り崩すことにより保険料の値上げを２０

０円に抑えておりますので、今年度から徐々に取り崩していく予定となって

おります。 

 なお、詳細につきましては、添付の予算比較表１ページ目の歳入になりま

す。 

 歳入につきましては以上です。 

 続いて、歳出の主な特徴でございます。下の円グラフをごらんください。

①総務費でございます。２億８,５４１万５,０００円で、前年度比２,０６０

万４,０００円の増となっています。介護保険制度改正に係る業務量の増を理

由とし、介護福祉課に２名の正規職員を増員すること、また制度改正に関す

る市民説明用の冊子、チラシなどに経費を充てています。 

 次に、②保険給付費でございます。歳出額は７３億６,０５８万８,０００

円で、前年度対比１億１,３９４万２,０００円、１.６％の増となっています。

各種サービス給付費で増減があるものの、市内３カ所目の特別養護老人ホー

ムが５月に開設されたことから、施設サービスに要する経費で増額を見込ん

でいます。 

 次に、④地域支援事業費でございます。主な新規の取り組みとしては、シ

ニアのための地域とつながる応援ブックの冊子のための経費、高齢者や認知
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症の方々の居場所づくりなどのための認知症カフェスーパーバイザー等謝礼

のための経費を計上しております。 

 なお、詳細につきましては、添付の予算比較表２ページ目の歳出になりま

す。 

 説明は以上でございます。 

（副会長）それでは、３０年度の予算概要につきまして今説明を受けました

けれども、皆様のほうからのご意見、ご質問等があればお願いします。 

（井上委員）よろしいですか。 

（副会長）はい、井上委員。 

（井上委員）ちょっと中身ではないのですけど、この数字の上げ方ですけど、

予算と予算で比較していますよね。２９年度の予算と３０年度の予算。普通

はどうなのですか。２９年度の実績と予算がどうかという具合に比較をする

のがわかりやすいと思いますが、実績に対してどれだけ増えるのかという、

そこのところをちょっと検討いただくのはいかがでしょうか。どれだけ増え

ているのかというのが、ちょっと見えにくいですよね。 

（副会長）資料１と資料２を比べて、２９年度決算がというのがありますか

ら。通常はどうですか。役所のルールとしては、予算と予算、決算と決算で

しょうか。 

（介護福祉課長）予算比較、決算比較で行ってはいますが、間に決算を１つ

入れたほうがわかりやすいと思いますので、次回に生かしたいと思います。 

（副会長）実績がどうであったかということを踏まえて、それに対応して見

込みを立てていくということですから、井上委員がおっしゃった方法がいい

だろうと思います。ありがとうございます。今後はちょっとそういうような

見方ができるようにお願いをしたいと思います。 

（副会長）ほかにはいかがでしょうか。はい、村上委員。 

（村上委員）先程の２９年度の決算とあわせての質問になりますが、先ほど

予定よりも対象人口が伸びずという話があって、今回、また見積もられてい

ると思いますけれども、介護申請等も増えていないという話だったので、転

出が多いというふうに理解したらよいのでしょうか。 

（介護福祉課長）まず、先ほどの２９年の決算についてのご説明は、第６期

の計画数値に対して、それよりも伸びませんでしたというお話をさせていた
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だいています。前年度よりも３０年度は伸びますので、その分見込んでおり

ますというお話とご理解いただければと思います。とかく第６期の計画につ

いては、高齢者人口、それから要介護、要支援人口ともに多く見積もってま

いりましたので、予算も大きくとってしまいました。 

（副会長）小金井市では、例えばさくら体操とかの取組を含めて、見込みよ

りも要介護、要支援の方が増えないといいますか、それというのは、ポジテ

ィブに捉えていい、単なる見込み違いと言ったらいいのか、思ったよりも日

常の効果があってこういう結果が出ているのだと、その辺はどうでしょうか。

主観的なもので結構です。 

（介護福祉課長）非常に正直なお話をさせていただきますと、前回の計画は

少し人数を多めに見込み過ぎていたなという感はあります。第７期に関して

は、シビアに推計を立てるということで、人数、それから要介護者数につい

てもシビアに見込んでまいりました。今後は、予防がどれだけきいたかとい

うのが数値にあらわれるような見込み方をしておりますので、今後、ご確認

いただければと思います。 

（齋藤委員）今のお話の続きみたいになっちゃいますけど、認定率自体は、

小金井市は高いですよね、他市よりも。 

（介護福祉課長）認定率自体は高めです。 

（齋藤委員）高いですよね。それを下げていかないといけない。 

（介護福祉課長）ただ、要支援が多いというところで、財政にそこまで響か

ないということであります。 

（副会長）ただ、今年５月に特養がオープンしましたので、それはたしか７

０人ぐらい小金井市民が入っていますよね。そうすると、施設給付のほうが

相当伸びる可能性はありますよね。ただ、人口とかの見通しというのは、な

かなかやっぱり変動はかなりあって、そのとおりにはいかないわけですよね。

今、人口減少社会といいながら、中央線沿線とか京王線沿線は増えているわ

けですから。ほかいかがでしょうか。はい、新井委員さん。 

（新井委員）基本的なことをお伺いしたいのですけど、今年の歳出の予算の

ときに、正規職員２名増やしますという話だったのですが、この予算を動か

すのに、現状、何名でやっていらっしゃるのですか。 

（介護福祉課長）課長２人を含めて、介護福祉課の職員は、非常勤職員、正
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規職員含めて４２人です。そのうち、正規が２７人です。 

（副会長）４２人中、正規職員が２７ですか。 

（新井委員）ほとんどは嘱託とかなんですか。 

（介護福祉課長）非常勤の職員で、少し勤務時間が短い、あるいは専門性の

ある職員です。 

（新井委員）ありがとうございます。 

（副会長）あとはいかがでしょうか。ちょっとよろしいですか。総合事業に

ついて、予算的には歳出で地域支援事業にかかわるのですけれども、見ると、

あんまり数値的には伸びていない感じがします。２８年から２９年は少し伸

びて、あとは横ばい的な感じですけれども、向こう３年間ぐらいでどういう

到達段階で出しているのか。その辺、ご説明いただければと思います。たし

か、要支援の方は、先ほどからおっしゃったように、ほかの自治体より高め

だから、逆に言うと、総合事業のというのは、ほかの自治体よりは多少利用

者が多いというか、そういう理屈にもなるわけですので、その辺、いかがで

しょうか。 

（介護福祉課長）私のほうから、まず、総合事業をどれくらいの方に使って

いただいて、どれぐらいの方に市独自サービス、どれぐらいの方に従前サー

ビスを使っていただきたいという３年間の計画を反映しておりますので、そ

の辺を再度ご紹介します。事業計画の２６９ページに取り組みを書いており

ます。総合事業をどう進めていくかということですけれども、これまでの国

基準に相当する訪問型、通所型サービスを実施するほか、緩和した市の独自

による訪問型、通所型サービスを中心にしてまいります。訪問型サービスに

ついては市認定ヘルパー養成講座事業にて講座を修了した方が担い手として

参加していただけるよう検討、通所型サービスについてはデイサービス、認

定ヘルパーにて講座を修了した方が市の独自基準の通所型サービスの担い手

によって参加をしていただけるよう進めていきますということで、目標につ

いては人数、このような割合で推移して、市基準８０％、国基準２０％を目

指していきたいというように目標は掲げております。今年度の取り組みは、

また次の議題のときにご紹介いたします。 

（副会長）ほかには、いかがでしょうか。例えば、３０年度予算の中で介護

保険のことでは、市議会とかでどんな、特徴的な意見がもしあればと思いま
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すけれども、介護保険料５,４００円が小金井市の介護保険料の基準額ですけ

れども、その辺はいかがですか。 

（介護福祉課長）前回、この会議があってからの間に市議会がありまして今

日を迎えておりますので、ご報告しなければいけませんでした。失礼いたし

ました。この計画を出すときに、市議会のほうでは、５,２００円が５,４０

０円に値上げすることについて、特に一部の会派から反対の声がありました

けれども、前回の値上げのときほど、その反対の声というのは大きくなかっ

たです。と申しますのは、やはり特別養護老人ホームが、１５２床の規模で

小金井市３カ所目としてできるという事業規模について、どれだけお金がか

かるかというご説明をさせていただきましたので、前回の介護保険料値上げ

のときよりも理解が得られたというふうに考えております。それよりも、今

後の展開ですね、新しい制度が始まること、利用料が３割負担の方が出てく

ることなど、新しい制度についての説明が多かったと記憶しております。５,

４００円の小金井市の順位ですけれども、順位を今まで１０位、安いほうか

ら１０位でしたが、１つ順位を上げまして、安いほうから９位となりました。

ただ、各市すごく差が出てきておりまして、今までは、必ず値上げしていく

という傾向をたどっておりましたが、２６市の中でも据え置きとされた市が

２市ありました。各市の努力によって、そのような市も出てきているという

ことは認識しております。値下げは、ありませんでした。以上です。 

（副会長）一説には介護保険料の平均が１万とか８,０００円だとか９,００

０円だとか、そういうことも言われている。ただ、所得のある方だと一万数

千円になってしまうわけで、そんなふうに言われています。一応、現時点で

小金井市は、５,４００円ということで、２７市中下から９番目ということで

すね。介護保険が安いというのは、いい面も悪い面も両方あるので何とも言

えないですけど、例えば特養みたいなものが多くできてしまうところは増え

ています実際は。そうすると、取り崩せるお金が減ったりしますが、基金の

取り崩し額はいくらですか。 

（介護福祉課長）４億３,０００万円です。 

（副会長）基金の取り崩し額が少なくなると、介護保険料とか、こうやって

調整できるものが、なかなか調整の幅がなくなるということもあると思いま

す。これはどこの自治体もそういうことをやっていますけれども。十数年前
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は二千何百円からスタートしていますから、既に今、倍額になっていますね。

よろしいでしょうか。それでは、３０年度の介護保険会計についてはこれで

了承というふうにしておきたいと思います。 

（副会長）それでは、最後になりますけれども、（３）の３０年度の事業計画

の個別事業計画についてよろしくお願いいたします。 

（介護福祉課長）資料３をご説明いたします。第７期小金井市介護保険・高

齢者保健福祉総合事業計画につきましては、この計画期間は平成３０年度か

ら平成３２年度までの３カ年となっております。お手元の計画書の２３８ペ

ージから２６３ページに記載されている各課の個別の取り組みについて、計

画初年度の平成３０年度の事業予定を表にまとめています。 

 今後は、記載された各事業の進捗状況を確認し、一定の評価をしていきま

す。そして、各事業の評価を踏まえながら、収支表やデータ等を用いて計画

全体の進捗管理を行い、自立支援、介護予防、重度化防止に関する取り組み

の成果を検討し、次年度以降の取り組みを充実させていただきたいと考えて

います。以上です。 

（副会長）一応、資料３がベースになって、今後、委員さん、一部は変わり

ますけれども、ここの協議会の場でモニタリングといいますか、事業の進捗

状況をチェックしたり評価したり、情勢の変化に伴ってどうするかとか、そ

ういうことを踏まえて議論をする場にもなると思いますので、そういう観点

も含めて、ご質問、ご意見あればというふうに思います。よろしくお願いい

たします。いかがでしょうか。 はい、どうぞ、高橋委員。 

（高橋委員）ちょっと何点かあるので、自分なりに区切りながら、皆様の様

子を見ながら意見を言っていきます。まず、３ページですけれども、７番の

おとしより入浴事業の継続ということで、だんだん銭湯が少なくなってきて

いると思いますが、実施数何カ所とかいうのを書いていただけるといいのか

なと。どれぐらいのところで、この事業を取り組んでいるのかなということ

がわかるといいかなと思いました。それと、４ページの１１番、交流会、右

側の平成３１年度の実施に向けて事業内容を検討するということですけれど

も、もう少し具体的に検討していることを書いていただけるといいと思いま

した。あと、１２番ですけれども、目標のところで、前年度５％増というの

が、ちょっと曖昧でわかりにくいので、もし数字が出れば、かなり詳しく１
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０人とか何人というふうに書いてあるので、とてもわかりやすいと思ったの

で、ここの数字もあればいいかなと思いました。 

 とりあえず以上です。 

（副会長）じゃ、今の３点、お願いします。 

（高齢福祉担当課長）高齢福祉担当課長です。まず、３ページの入浴事業の

継続というところですか。市内で何カ所かというようなお話がございまして、

実は市内に銭湯が１カ所しかございません。 

（高橋委員）もう１カ所なのですか。 

（高齢福祉担当課長）ぬくい湯だけになっておりまして、ぬくい湯のほうで

行っている高齢者と小学生以下の児童との交流ということでやっているもの

でございまして、年に７回実施してございます。こちらについては、引き続

き、１カ所になりますけれども、行ってまいりたいと考えてございます。 

 それから、４ページの１１番、会食会・交流会の実施というところでござ

いまして、平成３１年度の実施に向けて事業内容を検討するという記載にな

っております。先ほども申し上げましたとおり、この事業につきましては福

祉会館の閉館に伴って現状中止をしているということになっておりまして、

平成３１年度から再開というか、再度実施をしていくという予定になってお

ります。 

 具体的な検討というところでございますけれども、従前は、先ほど亘理委

員のほうからもお話がありましたとおり、市のほうから社会福祉協議会のほ

うに委託をして行っていたということでございますので、費用対効果等を十

分に検討させていただきまして、どういった形できるかということについて

検討をしてまいりたいというふうに考えております。 

 それから、５ページのさくら体操の推進のところでございますが、前年度

５％増というようなことで、具体的に数字があったほうがわかりやすいとい

うようなご指摘がございました。確かに、ちょっとパーセンテージだけでは

具体的に何人ぐらいかというのはわかりにくいと思いますので、検討させて

いただきたいと思います。 

（副会長）以上、３点、よろしいですか。 

（高橋委員）はい。 

（副会長）はい、どうぞ。伊藤委員 
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（伊藤委員）高齢者の方の就業の場を提供するということですけど、小金井

で自転車の台数に対して修理してくれる場所が少ないですよね。これをシル

バー人材センターで料金を出せば、パンクとか修理の場を設けてもらえない

かなと思うのですけど。 

（副会長）つまり、シルバー人材センターで自転車のパンク修理なんかもや

るようにできないかということですね。 

（伊藤委員）ええ。場所がないですよね。ないから業者もやらないでしょう

けども。 

（副会長）だから、こういう形でシルバーとか非営利的なところでやってく

れないかということですね。シルバー人材センターに持っていけば修理とか

はできますか。 

（高齢福祉担当課長）今現在、シルバー人材センターのほうで自転車の修理、

パンクの修理ですとか、そういったものを交換してやっているかというとや

っていないと思います。市内にリサイクル事業所というのがありまして、中

古の自転車の販売なんかを行っているのですが、放置自転車撤去したものを

リサイクルして販売をして使っていただくということですけど、その自転車

を整備する段階で、もちろんタイヤもしっかりしたものにしますし、シルバ

ーの会員さんが修理をしてやっていただいているという現状がございますけ

れども、修理を主とした形でのシルバー人材センターの事業としてはやって

いないということですので、そういったご意見をいただいたということで受

け止めさせていただきます。 

（副会長）パンクした自転車を、修理できる場所がほんとうは何カ所かあっ

たほうがいいけれども、そういうわけにもいかないと。 

（平野委員）関連ですけれども、今、シルバーではやっていないというお話

ですけれども、シルバー人材センターの作業所、あそこで中古の自転車を買

った人のみパンクの修理をなさっているようです。ですから、それをもう少

し広げてあげればいいと思います。今の場所はいいところですが、でも、今

度、移転する。それで、今度、どうなるかが問題ですけれども、やはり今あ

ったように、パンク修理というのは、市内の自転車屋さんはどっちかという

と儲けが少ないから嫌がるのですね。だから、ああいうところで、シルバー

人材センターでやっていただけると、もっとお客を呼べるのではないかなと
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思います。 

（副会長）そこで購入した方のみという。 

（平野委員）はい、そうです。 

（副会長）有料でやっているのですか。 

（平野委員）有料です。 

（副会長）有料だったら、広げればいいだけで、手がないということですか。 

（平野委員）有料だけども、安いです。一般と比べると。 

（副会長）それは魅力ですね、市民にとって。 

（平野委員）そうです。 

（高齢福祉担当課長）お買い上げいただいてアフターサービスの扱いですね。 

そういった形でやっていらっしゃる。 

（副会長）お客さんが増えたほうが、普通は、市場価格よりは安いけど、シ

ルバー会員さんに懐に入るお金は少し増えますよね。そういう意見があった

ということで、よろしくお願いします。よろしいですか。はい、平野委員ど

うぞ。 

（平野委員）今回の第７期、資料３ですけれども、感心したのは、見やすい

ということ。字自体が見やすくて、読みやすくて、わかりやすくなっていま

す。これは、異動等があったせいなのかなと思っていますけれども。 

 一番感心したのは、番号が通し番号になっているので、１ページから３３

ページまで。それで、こちらも質問するとき、例えば３３番とかということ

ができる。ページ数を言わなくてもわかるということで、非常に資料作成の

努力は大したものだなと思いました。 

 それで、お願いしたいのは、例えばですけれども、２ページ目の番号３、

これは第６期以前にはなかった問題だと思います。それで、自分なりに整理

してみたのですけれども、例えば、この第７期、新しくつくるときに、新し

く入った項目、今まであったけれども廃止した項目、それを、最後でもいい

ですから、入れていただければ、今まで３年間やってきたけども、ちょっと

今年はやめた、載せていなかったというようなことが時系列的に、前回の第

６期の資料を見なくてもわかるのではないだろうかと。例えば、第６期の２

６ページの福祉講座講演会の実施というのは、第７期ではカットされていま

す。なぜだろうかと、私、思いますけれども、そういった趣旨で、新たにつ
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け加えたもの、カットされたもの、カットされたものは特にこんな理由で今

度掲載をやめましたとかいうようにぜひやっていただければと思いました。

以上です。 

（副会長）ありがとうございます。見やすくなってわかりやすくなったけれ

ども、さらにということで、事務局のほう、よろしくお願いいたします。 

 ほかにはいかがでしょうか。はい、清水委員。 

（清水委員）清水ですけども、２１ページの４４番、在宅医療のことが書い

てありますけれども、この前、新聞見ていましたら、全国の在宅医療で、そ

れぞれの自治体で中心的な在宅の医療を担う医師会、病院ですかね、医者で

すかね、それが中心で４割くらいの自治体がまだ取り決めしていないと書い

てありましたけれども、小金井市ではそれが決まっているのかどうか、それ

をちょっと、新聞で読んだのでお聞きしたいなと思ったのですけれども。 

（副会長）はい。まず、じゃ、事務局のほうから。 

（高齢福祉担当課長）在宅医療の関係のお話でございます。齋藤先生には大

変お世話になっております。確かに、そういった在宅医療の従事をしていた

だけるお医者様、十分に確保しておく必要があると思いますので、医師会の

ほうと連携をさせていただいて、医師の方、医師向けの研修会ですとか、そ

ういったものを医師会中心にご協力いただいているというようなことでござ

いまして、市といたしましても、国や都の補助金等を活用していく中で、今

後とも医師会との連携を密にしていきたいというふうに考えているところで

ございます。 

（副会長）はい、齋藤委員さん。 

（齋藤委員）医師会の研修、在宅医療の研修については、今まで東京都医師

会を通じて東京都のほうから補助金をいただいて事業を行っていたのですけ

ど、今年からは介護福祉課のほうでとっていただいて、今年度は、病院看護

師の研修会と、それからＩＣＴの連携の研修会と、そちらの２つを予算化し

ていただけることになっています。ちょっと出だしが遅れてしまったので、

なかなか準備がうまくいかなかったのですけれども、あと多職種の研修会と

か在宅医療を充実させるための、そこはいろいろやってきています。ただ、

いろいろなところでばらばらに、例えば薬剤師会がやって、あるいは介護の

人たちがやってという、ばらばらなので、それを何とか統一してやっていけ
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ないかということを、今、模索して、医療と介護連携推進委員会などで検討

しているところです。 

（副会長）地域包括ケアにおける医療は、住民にとっても非常に安全安心の

観点から見ても大事な要素ですので、ぜひ市のほうからの説明とか、その辺

のコーディネートも積極的に対応していただけるようにお願いをしたいと思

います。ほかにはいかがでしょうか。はい、玉川委員。 

（玉川委員）１１ページの番号２２番ですが、地域密着型サービスの推進の

ところで、こちらに書いてある看護小規模多機能型居宅介護利用者数１５名

というのは、月の利用者数ということでよろしいでしょうか。 

（介護保険係長）介護保険係長でございます。委員のおっしゃるとおり、月

１５人ということでございます。 

（玉川委員）市内にどれぐらい、ございますか。 

（介護保険係長）市内１カ所になります。 

（副会長）これはいつできましたか。確か去年でしたっけ。 

（介護保険係長）はい。去年です。 

（副会長）小規模多機能型に看護機能がついたサービスですね。 

（玉川委員）これからも、そういったところは増えていく予定ですか。 

（介護保険係長）第７期の計画期間には、特にはございません。 

（副会長）在宅で、いわばいい形で一生を全うするといいますか、というと

きには、在宅のいろんな医療と介護の仕組みが、極めて複合的にうまく組み

合わされたような仕組みが一番いいわけですよね。だから、そこにどうやっ

て組み込めるかということだと思いますけれども。 

 国の制度でも、まだ歴史が浅いですよね。前は、小規模多機能型という形

で、看護がない形でしたけれど。なかなか、多分、要介護度の比較的重い方

なんかのご家族含めて、こういうサービスをどう使っていくかということに

ついては、半分おそるおそるだったり、あと、このサービスを使うことによ

ってほかの在宅サービスが使えないとか、そういう問題があります。どこの

自治体でもそうですれども、それをやってくれる事業者が、例えばバックボ

ーンに病院抱えているとか、特養持っているとか、つまり、いざとなったら

ばしっかりと受けとめてくれる介護・医療の施設を持っているということは

安心して預けられるとなるのだけれども、それがないと、ここの事業所１カ
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所で割り切っていいのかというところで、なかなか二の足を踏んでしまう。

そうすると、この事業がなかなか伸びないという問題があり、ちょうどどう

なっていくだろうという段階かなという気もします。はい、井上委員さん。 

（井上委員）１０ページの２１番、介護保険サービスの利用支援の充実とい

うことで、市ホームページの充実を行うことで介護保険サービスの利用につ

いて周知を行うと、こういう具合に書いてありますすけれども、ぜひこれは

どんどん積極的にやっていただきたいのでが、具体的にはどのようなことを

考えてられますか。やはり、今、なかなか介護とかボランティアだとか、そ

ういうものの情報を集めようと思ってもなかなかわからないですよね。紙ベ

ースでいうと結構出ていますけれども、それがネットで調べらないという、

ちょっと歯がゆさみたいなのがありますので、ちょっとその辺をご検討いた

だきたいですけれども。 

（副会長）何か事務局のほうからありますか。 

（介護保険係長）こちら、ホームページの関係につきましては、介護保険に

関するパンフレットを紙ベースでつくっておりまして、そちらのほうをデー

タ化したものをアップしているという形でございます。それから、第７期に

新たに制度改正等もございましたので、その制度改正に特化したリーフレッ

ト等も、一応全戸配布をさせていただいておりまして、それもあわせて、ホ

ームページに掲載して周知をするというような形をとっております。 

（井上委員）そうすると、基本的には、パンフレットであるとかリーフレッ

トというのは、ホームページにみんな載っているという具合に考えていいの

ですか。 

（介護保険係長）そうですね。同様のものを載せております。 

（井上委員）それ、今までも載っています？ 

（介護保険係長）今回見直しをしましてつくったような形です。 

（井上委員）そういう具合にしていただいているのですね。ぜひお願いしま

す。 

（副会長）やっぱり情報というのは非常に大事ですからね。だんだんと世代

的にコンピュータ、パソコンのほうから、インターネットから情報を得てい

くとか、そういう指向性がだんだんと高まっていきますから、結構ここは大

事なところかなと思います。 
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 ほかによろしい、はい。齋藤委員。 

（齋藤委員）今のことに関連してですけど、医療資源マップを苦労してつく

っていただいて、ホームページにもアップされているのですが、検索機能は

ないですよね。例えば、このサービスをやっているところはどこでしょうと

か、ここに行ったら何ができますというか、そういったことが個別のところ

があるとか、そういったことはないように見受けましたが、一方、医師会の

ほうでは、それにそういった機能をつけたものをつくっていますので、両者

を合体させるといいものができるのではないかなと。ぜひ協力をしていきた

いと。よろしくお願いします。 

（副会長）最後に。村上委員。どうぞ。 

（村上委員）１９ページから２０ページにかけての認知症のところですけれ

ども、３８番に初期集中支援事業の記載はありますけれども、認知症サポー

ト員の記載はありますけど、かかりつけ医の認知症検診を受けた方々も大事

な指標ですので、少し記載を入れていただければと思います。以上です。 

（副会長）いかがですか。 

（高齢福祉担当課長）検討させていただきます。 

（副会長）よろしいですか。大体予定の時間が来たので、今の議案の（３）

はよろしいでしょうか。これで了解をしておきたいと思います。 

（副会長）それでは、最後に、お約束のとおり、委員さんから、いろいろ感

想とかをお伺いしたいのですけれども、齋藤委員さんが途中でお仕事の関係

で退席されますので、まず齋藤委員さんからよろしくお願いいたします。 

（齋藤委員）ありがとうございました。未熟な私ですが、少しでもお役に立

てるように少しずつ勉強させていただいております。この会に出るようにな

って、非常に私も介護保険についての理解が少しはできるようになって、こ

れから医師会のほうでも医療と介護の連携とか、介護保険自体についてもい

ろいろみんなにも話をしながら、みんなの意識を高めていくようなことをし

て、市民の皆さんのために何をしていきたいと決意を新たにして、次期も務

めることになりましたので、またよろしくお願いいたします。 

（副会長）どうもありがとうございました。お一人お一人、この任期の間の

感想とか、今後の決意でもいいですし、あと行政への、ぜひこれは言ってお

きたいと、今日は部長も最後までいらっしゃいますので、よろしくお願いし
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ます。 

（井上委員）井上です。どうもありがとうございました。私も、介護にはす

ごく興味を持っていたのですけど、なかなかよくわからなくて、そういう形

でこの会に参加させていただきましたけれども、確かに勉強にはなったので

すけど、まだ非常に奥が深くてわからない部分がたくさんあって、できれば

また引き続きやらせていただければと、こういう具合に思っております。 

 市のほうにお願いしたいのは、情報ですよね。先ほどＩＴという話もしま

したけれども、やはり情報がもっとみんなにうまく伝わるような、そういう

ような仕組みづくりをやっていただければいいのではないかなという具合に

思っておりますので、ほんとうにどうもありがとうございました。（拍手） 

（副会長）次、伊藤委員さん、お願いします。 

（伊藤委員）介護保険なんて、全然、私、わからなかったのですけど、この

ごろ、少し理解できるようになりまして、お役に立ったかどうかわかりませ

んけども、今後も勉強していきたいと思っております。先ほども言いました

けども、もう少しシルバー人材センター、高齢者の就業のほうにもう少し力

を入れてもらいたいと思います。それをお願いいたします。（拍手） 

（副会長）ありがとうございました。続きまして、高橋委員さん。 

（高橋委員）公募市民の高橋です。介護保険運営協議会は２期務めさせてい

ただきまして、１期目のときは計画策定にも参加させていただきまして、長

い長い２期でしたけれども、ほんとうにわからないことだらけで、いつも会

議に出ると、いろんなことを教えていただいて、ありがたかったです。先ほ

ど意見も言えなかったので、ちょっと今お話をさせていただきたいですけど

も、高齢者の交流って、先ほどご意見もありましたけども、既存のものを使

うというのもすごくいいのではないかなと思います。何とか交流会というの

は来ないけれども、スタバでお食事会というとたくさん来たとかいう新聞の

記事も見ましたので、高齢者だけが集まるというよりも、もっと世代を超え

たとか、既存のレストランとかファミレスとかでもいいですし、そういうと

ころを上手に使って交流ということを考えてもいいのかなというふうに思い

ました。それとあと、昨日、たまたま銀行でキャッシュカードの詐欺のモニ

ターがずっと流れていまして、よくできているなと思って見ていたのですけ

れども、そういうものを銀行さんからお借りしてきて高齢者の方に見させて
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いただくとか、そういうような形で普及というのもいいなと思いました。そ

れとあと、高齢者虐待のことも気になっていて、子供の虐待だといち早くと

かそういう番号がありますけれども、高齢者虐待もこれからどんどん増えて

いく可能性も高いなと思っているので、通報システムみたいな、そういうも

のがあると、予防というか、未然に防げるというか、事態が深刻にならない

うちにできるのではないかと。意外と、先ほど情報ということもおっしゃっ

ていましたけれども、いまだに何かあったら地域包括支援センターというの

を知らない方もすごく多いので、どこに相談したらいいのだろうとか、どこ

に言えばいいのだろうということがとても多いので、そこら辺がもう少しわ

かりやすくなればいいなというふうに思っております。 

 この２期の間にすごくいろいろなことが、小金井もどんどん進んできて、

齋藤先生がすごく医療の面でも熱心にされていましたし、あとは福祉の関係

の方、地域包括支援センターの方、そして行政の方も、ほんとうに身を粉に

していろいろと整備をされているので、頭が下がる思いで委員を務めさせて

いただきました。いろいろありがとうございました。（拍手） 

（副会長）佐々木委員さん。 

（佐々木委員）佐々木でございます。私は、介護保険を利用している者とし

て参加させていただきました。ほんとうに出るのに一生懸命出ようと思って、

なるべくお休みをしないようにしていましたけど、お休みしますと、資料を

読んだだけではわからない。こういうところに出席をしたら、いろんな質問

なさる方がいたりなんかしてよくわかるのですけど、なかなか介護保険のこ

と、自分が利用していながらわからないことが多かったりしまして、利用者

全部の人が会議に出るわけじゃありませんから、こういう会合にお出になら

ないと、ほんとうにわからないことが多いのではないかなという感じです。 

 ほんとうにいろいろと勉強させていただきましてありがとうございました。

また、皆さん、介護保険のほう、利用者の方たちが次々に出てくるかと思い

ますけど、ぜひまたよろしくお願いいたします。ありがとうございました。

（拍手） 

（副会長）非常に重要なご指摘で、やっぱり役所の当たり前の言葉って、私

も役所の人間でしたから、一市民となると、役所の来る文書は難しいですよ。

介護保険料の通知とかも含めて。だから、今のご指摘というのは非常に大事
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なことだと思う。これは難しい中身をわかりやすく伝えるのもまた難しい話

ではありますけど、ぜひ、こういうご指摘があるということを肝に銘じてい

ただきたいと思います。 

（玉川委員）私、特別養護老人ホームの職員でこちらに参加させていただい

ていますけれども、介護保険制度をわかったつもりでいたところが多々あり

まして、こちらも説明をする側でずっと働いてきていたわけですけれども、

向こう３年の事業計画に携わらせていただいてから、すごく地域のサービス

の数の多さというか、そういうのを知ることができますし、どうしても外の

方との接点がないものですから、施設の中にご相談が来ないとそういう話に

ならなかったりしたりですとか、同じところに地域包括支援センターもあり、

そちらの職員に任せてしまっているところもあるので、自分の言葉でそうい

ったわかりやすい言葉で説明できる立場にも、こういった会議で得た情報で

活用というか、できたらなというふうに思って参加させていただいています。

来期も、一応務めさせていただく予定でおりますので、よろしくお願いいた

します。（拍手） 

（副会長）次、内藤委員さん、お願いします。 

（内藤委員）内藤です。私は、地域でケアマネジャーをやっているので、結

構、介護保険に関しては毎回毎回変わるたびに勉強会も行っていますので知

っていたつもりですが、今回、初めて電子調理器が給付されることを知りま

したが、どこを見てもそういう情報が入らなかったので、そういうのも一般

的に、ケアマネジャーの中でわかれば結構購入してもらったりしていたりす

るので、もうちょっとそういう情報を細かく教えていただければよかったか

なと思いました。短い期間ですが、今回で終わりですので、ありがとうござ

いました。（拍手） 

（副会長）平野委員さん。 

（平野委員）平野です。非常に勉強になりました。必ず出席するために、事

前に資料が送られてくる、それを読んで必ず会議では発言をするということ

を心がけてきました。一方、仕事としては、先ほどお話ししましたシルバー

人材センターで市報の配布を担当しています。緑町ですけれども。やはり介

護の会議に出席して思うのですけれども、配布先が大体１人２５０軒配布し

ているのですけれども、ご高齢になりますと、今までちゃんと配っていた先
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の郵便ポストが、ガムテープを張られていて、どうしたのだろうかなとか、

それから、今までずっとポストに入れていたけれども、日に日にチラシがた

まってくる先とかがあるわけです。そういうところを少しずつ、こんな情報

がありましたよとシルバー人材センターの事務局へ伝えたりはしています。 

 そういった意味では、もっともっと、先ほどのお話で、自転車の修理の話

でないですけれども、シルバー人材センターのメンバーさんもシルバーです

けれども、話しやすい、よく気がつく方が多いので、もっともっと市のほう

で有効活用していただければと思います。それから、もう１つ仕事としては、

つきみの園で訪問ヘルパーを、今、丸７年目に入っていますけれども、行く

先々で、皆さん、相談事があります。一人住まいの方、それから夫婦２人の

方とか、いろんな相談を持ちかけられるのですが、それに応えるために、い

ろいろ自分でも経験すること、知識を得なくてはいけないものですから、い

ろんなお話を聞くようにしております。最近の事例ですと、市報に載った緊

急情報システムキットで、筒状のものがありますよね。あれの案内が市報で

掲載されていて、みんな持っているのかなと。特に一人住まいのご高齢の、

もう８０、９０歳の方、あれを自宅で持って、そのキットの中には、必ず健

康保険証とか診察券のコピーを入れて玄関先に置いておいてくださいねとい

うことで、救急車が来たら、すぐそれをあけて、どこの病院にかかっている

か、お薬手帳があって、薬は何を飲んでいるのかとか、そういうキットが小

金井市で配布されています。持っている方は、少ないです。そういった意味

で、それもこんな方法があるということで申し込み用紙をお届けして、ぜひ

やられたらいかがでしょうかということでお手伝いしているわけですけれど

も、そういった意味で、ご高齢者というのは、やっぱり情報が少ない。そう

いった意味では、我々、訪問ヘルパーがいろんな情報を流してあげるという

のが大事だなとつくづく感じている次第です。 

 以上です。ありがとうございました。（拍手） 

（副会長）清水委員さん、お願いします。 

（清水委員）清水です。よろしくお願いします。今、平野委員さんが言われ

ましたように、この資料を送ってくるということで、資料が来る、会議の前

に必ず読みますので、非常に勉強になりました。１つは必ず質問しようと、

終始してきて、ほかでもほんとうは質問してやりたいとは思いますけど、時
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間に制限がありますので、１つだけは質問したいと思って、勉強になりまし

た。来期ですが、私もやめようと思ったのですが、やめられなくなって、次

回以降もまた参加するようになっております。よろしくお願いいたします。

（拍手） 

（亘理委員）亘理です。前回、２月９日が最後だと思って、皆さんもそうで

すけれど、私もご挨拶をいたしましたので、会議録にしっかり載っておりま

して、次にチャンスがありましたら頑張りますので、またよろしくお願いし

ますなんてよく言えたなと思って、なかなか恥ずかしかったです。 

 勉強しても勉強しても、おっしゃったように、言葉も難しく、よくわかり

ませんでした。また頑張りますので、よろしくお願いいたします。（拍手） 

（副会長）新井委員さん。 

（新井委員）素人の私にいろいろと教えていただきまして、２月もご挨拶さ

せていただいたと思いますけど、ありがとうございます。 

 皆さん、ほんとうに専門家の方々、いろいろ勉強していただいて、すごい

と思いますけど、それとまた若干関係ないシーンで、２号被保険者として思

ったのは、私、３０年後以降に後期高齢者を迎えるのですが、お金がもたな

いなというのが１つありまして、７年後ぐらいには７,６００円になるという

ような市の試算があります。じゃ、３０年後はどうなるのだろうと、１万、

２万、３万円って。１万、２万、３万円が被保険者で、この保険料にあると

おり、歳入の２２％しか賄っていないということは、残りの８割は税金で賄

うということになっちゃって、そのお金を誰が払うのだといったら、我々で

すら高齢者だから、誰も払う人がいない、もう国がもたないというのが１つ、

これから構造を考えていくとやらなきゃいけないなというのが１つ思いまし

た。あとは、この７期には、高齢者の方にこういうことをしますというのが

多いですけれども、私は、どちらかというと問題意識があるのは、担い手が

どうなるのかなというのがあって、私が７５になったときに、２０代、３０

代の方々で、若くて、ちゃんと介護をしてくれる、面倒を見てくれる人とい

うのは、私の人数よりも全然少ないというのを、将来どうやっていけばいい

のかなというのが思いました。あと、皆さん、共通におっしゃることが多い

のですけど、やはりわかりにくいなというのがあって、例えば医者に行くと

き、内科じゃなくて外科に行ってくださいというのだったらわかるのですけ
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ど、ここにあるとおり、あなたは看護小規模多機能型居宅介護の対象者にな

りますと言われても、どこが小規模でどこが多機能なのか、全然わからない。

そういうふうに、今の介護保険の仕組みというのは、後からつくったので、

言葉を積み重ねてつくっていて、漢字の羅列みたいなものになっているのを

どうにか直していかないといいけないのではというのがありました。 

 私、会社に勤めていますので、うちの会社の全社員に介護アンケートとい

うのを送ってみました。そうしたら、介護保険のことをどれだけ知っていま

すかというのを、今の現役世代にやったら、ほぼほぼわからないというので

すね。自分の親を介護したとかという人はちょっと知っているのですけど、

現役で納める人、４０歳より前の人でも、そういう仕組みというのを社会的

なインフラでこれだけ皆さんやってらっしゃることを伝える必要があるのか

なというふうに感じております。 

 そんなこともありまして、大変勉強になりました。ありがとうございまし

た。（拍手） 

（村上委員）多摩府中保健所の村上と申します。いつもお世話になっていま

す。保健対策課というところにおりますので、私の保健所は６市を管轄して

いる立場なので、各市の保健センターの業務と違うのですね。保健対策課は、

精神障害のある方の地域支援で難しい方であったりとか、難病の患者さんの

人工呼吸器とかつけてらっしゃる方とか、そういう方の支援が中心の業務に

なります。もちろん、個々の方の支援の中で地域包括につないでという、そ

れぞれの方からシステムが見えてくるのですけれども、市のように、直接そ

のシステムにかかわるわけではないので、なかなか見えづらいというところ

がありました。 

 こういう会議に出させていただいて一番勉強になったのは、やっぱり当事

者の方々の意見が聞けるというところで、そこから私も、こういうところが

わかっていないなというところを改めて勉強したりとかということがありま

した。 

 あと、行政の厳しい意見をという、この場は、私の行政の立場なので何と

も反省ばかりですが、個人的な経験からいえば、祖母を介護するときに特別

養護老人ホームと介護老人福祉施設というものが、同じものと気づくのに、

時間がかかって、調べてみてやっとわかったみたいなことがありまして、１
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つの例だと思うのですけど、行政の言葉が難しいというのは反省事項なのと、

こちらの立場にいたら、評価がどうこうって偉そうに言うのですけど、自分

は保健所の立場になったときに、齋藤先生もおっしゃっていましたけど、保

健所の会議もそうだと言われたのですけど、指標をしっかり設定しているの

かと言われると、若干担当者が変わることも考えて緩めに設定しているとこ

ろは否めないので、そういうところは反省事項として聞きながら感じており

ました。今後とも、よろしくお願いいたします。（拍手） 

（副会長）どうもありがとうございました。 

 私も、もう２期やっているから、また次期もやるようになっているみたい

ですけれども、私も介護保険の事業計画というのは、第１期と第２期を三鷹

市で担当といいますか、関係職員の１人としてかかわってやったことがあっ

て、第１期のときなんかは、保険料を幾らにするだとか、これで政治的な要

素も絡んで喧々諤々やったような記憶があったりしましたけれども、既に私

も今、第１号被保険者の１人なので、役所から来る文書とか通知を見ますと

わからない。自分のことがよくわからないといいますか、経験者のつもりで

はいますけれども、例えば、今回送られてくる資料なんかも、隅々まではな

かなか理解しにくい部分が実際ありますね。私は、今日はこういう司会の立

場だから、逆に自分のわからないところを、もしかしたら皆さんも理解に困

ってらっしゃるかなというふうに思ったりして、少し事務局のほうに、そう

いうことを意図的にやったりもしてはいたのですけども、効果があったかど

うかちょっとわかりませんけども。 

 小金井市は、多分、いろいろ問題を抱えているのでしょうけども、今の福

祉会館とか新庁舎、ごたごたしているようですけども。ただ、多分、小金井

市というところは、市民がいいといいますか、市民活動も、まとまりがある

かどうかわかりませんけど、いろいろな分野で活発にやられていて、そうい

う意味では、草の根的な取り組みが盛んに、昔からだけども、行われている

ところかなというに思っています。来てみると、ロケーションがいいです。

その意味では、環境よし、サービスよし、住んでよしと、そういう小金井市

であります。今後の数年間、かかわりを持つわけでございますので、少し頑

張っていきたいなと思っております。ほんとうにありがとうございました。

（拍手） 
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（副会長）また再任される委員さんについては、よろしくお願いをいたしま

す。また、そうでない委員さんも、こういう活動の経験を盾にして、私的な

部分であったり公的な部分でご活躍をいただければと思っております。どう

もありがとうございました。 

閉  会  １５時５６分 

 


